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1. はじめに	
	 Twitter における日本国内の月間アクティブユ

ーザー数は3500万人（2015年 6月）[1]である．

2010 年のデータによれば，日本は世界のツイー

トのうち約15％を占める第2位の国である．その

うち位置情報付きツイートデータ（以下，ツイ

ートデータ）は，日本国内の全ツイートのうち，

約７%であることが明らかとなっている[2]．近

年は SNS やスマートフォンの普及をきっかけに，

場所を問わず情報の発信が気軽に出来るように

なった．加えて，	Twitterをはじめとする SNSは，

位置情報を付加できる．この特性を活かし，リ

アルワールドのイベントや状況を抽出する研究

が行われている[3]．ツイートデータは，投稿日

時，ツイート位置，ユーザ名，ツイート本文か

ら構成されており，同一のユーザのツイートを

追跡することで，1 日の移動パターンを特定する

ことが可能である．	

	

2. 先行研究	
	 SNS 内でのリアルタイムな位置情報を取得する

ことで，リアルワールドと結びつけた観察が可

能となる．那須野・松尾は，Twitter における選

挙候補者の情報拡散に着目して研究を行なった．

当選者予測を行い，候補者が Twitter を利用する

際の，当選しやすい状態について明らかにして

いる[4]．さらに Twitter における情報拡散性に

着目した荒牧らは，ツイートをもとに言語処理

技術を用いた機械学習で，これまでの検索履歴

よりも精度の高いインフルエンザの予測に成功

している[5]．以上のように，Twitter を利用し，

バーチャルワールドの情報から，リアルワール

ドの状況を抽出する試みは複数の角度からなさ

れている．	

	

3. 研究目的	
	 本研究は，パターンモデルの構築を目的とす

る．毎日のツイートデータ構造をもとに，ツイ

ート数，ユーザの移動距離，ツイート速度から

移動パターンを明らかにする．ユーザの移動に

よって現れるデータ構造から，要因をパターン

モデルに組み込む．データ構造をもとに作成し

たモデルを活用することによって，リアルワー

ルドの人の移動や混雑状況などを予め推測する

ことが可能となる．	

	

4. 研究方法	
	 沖縄県内で収集されたツイートデータをもと

にし，本研究のベースデータとして用いた．本

研究で用いたツイートデータは収集を行うプロ

グラムの不具合などのために若干の漏れが生じ

たものの，2016 年 6月 1日から 2016 年 12 月 8日

までの約半年間で収集したツイートデータは約

11 万件である．ツイートデータには，収集され

た番号（通し番号），投稿日時，緯度・経度

（位置情報），ユーザ ID（ユーザ名），ツイー

ト本文（写真リンクの URL 添付等含む）が収集さ

れている．つまり 1ツイートあたり 6つの要素が

収集されている．本研究では，ツイート本文を

用いた研究は行わないため，上記のデータから

投稿日時，緯度・経度，ユーザ ID を利用し，組

み合わせることでパターン抽出に用いた．本研

究を進める過程で，天気や地震情報などの自動

ツイートが収集されていることが判明した．本

研究ではそれらの移動を伴わないツイートはフ

ィルタリングを行い，パターン抽出においては

使用しなかった．	

	 収集されるツイートデータの位置情報である

緯度・経度は角度で表記されている分析に際し

て，基準点からの距離として，m 単位系に統一し

た．次に，同一ユーザの 2ツイートから，移動距

離を求める．求めた移動距離を 2点間の移動時間

で割り，ツイート速度を求めた．	

	

5. 研究結果	
	 ツイートデータの分析から，データ構造のツ

イート件数の推移に曜日によるパターンが現れ

ていることが確認できた．ツイート件数の曜日

平均算出方法は，全ツイートデータの同曜日の

みを取り出して算出した．図 1以降に提示する各

要因の平均値は，項目ごとの曜日別平均値を用

いて算出を行った．収集されたツイートデータ

のツイート件数推移の様子を以下に示す（図 1）．	
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図 1	 ツイート件数	 曜日別平均推移	

	

	 次に，曜日の要因があることを前提とし，曜

日平均を差し引いた場合の他要因について特定

を試みた．その要因がユーザの移動距離とツイ

ート速度である．ツイート件数と同様に各曜日

の平均を移動距離，ツイート速度から取り除き，

1σ範囲内・外の日付を抽出した．この結果から，

他の同曜日より突出した日を特定した．本研究

において突出している値と述べるのは，標準偏

差の 1σより上回ったもしくは下回ったデータと

定義した．凡例として，Hは 1σを上回った値，M

は1σの範囲内におさまった値，Lは1σを下回っ

た値を意味している．表 1は，ツイート件数，移

動距離，ツイート速度の関連結果を以下に示す

（表 1，2，3）．	

	
表 1	 ツイート件数 Lの移動距離とツイート速度日数	

距離	

速度	
H	 M	 L	

H	 6 ⽇(A)	 1 ⽇(B)	 1 ⽇(C)	
M	 0 ⽇(D)	 2 ⽇(E)	 3 ⽇(F)	
L	 2 ⽇(G)	 3 ⽇(H)	 2 ⽇(I)	

	
表 2	 ツイート件数 Mの移動距離とツイート速度日数	

距離	

速度	
H	 M	 L	

H	 2 ⽇(J)	 3 ⽇(K)	 0 ⽇(L)	
M	 5 ⽇(M)	 4 ⽇(N)	 2 ⽇(O)	
L	 2 ⽇(P)	 4 ⽇(Q)	 0 ⽇(R)	

	
表 3	 ツイート件数 Hの移動距離とツイート速度日数	

距離	

速度	
H	 M	 L	

H	 4 ⽇(S)	 6 ⽇(T)	 1 ⽇(U)	
M	 1 ⽇(V)	 5 ⽇(W)	 4 ⽇(X)	
L	 1 ⽇(Y)	 3 ⽇(Z)	 0 ⽇(AA)	

	

	

6. 考察	
	 本研究で得られた結果から，各項目に対して

便宜上アルファベットを括弧内に割り当てた．

最も多く現れたパターンは，A と T の 6 日であっ

た．反対に全く現れなかったパターンは，D，L，

R，AA であった．A はツイート数が少ない時移動

距離の平均，ツイート速度の平均が高いパター

ンが最も現れたことを意味する．加えて Tはツイ

ート数が多い時，移動距離は平凡だがツイート

速度は速いことを意味している．A，T ともに，

共通していたことは，ある 1ヶ月に値が集中して

いることであった．A の場合，6/3，7，10，11，

24，7/19となっており，ほとんどが6月に集中し

ていることが確認された．Tの場合も 9/4，5，12，

13，22，10/30 という内訳となっていた．M の場

合も同様に，6/16，17，18，19，7/1 とほとんど

が同月に集中していた．これらの考察から，移

動距離とツイート速度には関連性が見出せる．

さらには，1 度パターンが現れるとそのパターン

が複数日同月で繰り返される可能性が推察され

た．今後は機械による気象データなどの自動ツ

イートを活用することで，より正確なパターン

モデル設計を想定している．全ツイートを完全

に用いることが本研究の課題である．今後は，

パターンを判別する要素を追加していくことで，

さらにモデルの充実をはかりたいと考えている．	
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